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 我々は、環境化学物質の神経細胞への影響を調べることを目的に、安定で高感度なスクリーニング系の開発を試

みた。その結果、比較的難しいとされているプルキンエ細胞の安定で簡便な培養方法を確立したので紹介したい。 

 

プルキンエ細胞培養のポイント （詳細はreference1~3を参照） 

動物のage      マウスではembryo 18~post 1がベスト。 

組織の摘出   迅速に冷やしながら摘出。一度に大量の動物を処理しない。 

酵素処理    proteaseはpapain （Worthington）がよい。 

至適濃度,反応温度や時間、ピペッティングは穏やかに。 

無血清培地     目的によって、基礎培地、添加成分は要検討。我々はDMEM/F12(GIBCO)を基礎 

培地に、insulin,tranferrin, NaSe, T4, antibiotics (以上SIGMA, for tissue culture) 

を含んだ培地を基本的に使用。  

Coating剤      poly-L-lysine（MW.30,000~70,000, P-9155, SIGMA）がベスト。 

培養容器       プラスチック製 (Nunc chamber slideなど)が簡単だが目的によって変更可能。 

なるべく新しい物を使い、コーティングもなるべく日数をおかないで使用。 
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